
 

一般社団法人 日本聴覚障害ソーシャルワーカー協会  

２０２５年度事業報報告 

１．総括 

2025 年度は協会会費収入のみによる運営となり、引き続き財政的に厳しい状

況の中、理事会等の活動はオンラインを中心に実施した。一方、2024 年度に実

施した日本財団助成事業（令和 6年能登半島地震における聴覚障害者及び支援

者への相談支援）の終了後も、石川県聴覚障害者災害対策本部からの委託を受

け、能登半島地震の被災聴覚障害者への継続支援を行った。日本財団助成「公

益・福祉募集」への申請を 2025 年 10 月に行ったが、2026 年 2 月に不採択の通

知を受けた。今後は自主財源・民間助成等による継続支援の可能性を探ること

が課題となっている。 

研修活動においては、2025 年度を「災害ソーシャルワーク」をテーマとした

学習の年と位置づけ、専門家による講演会 2回と会員参加型の茶話会 2回、計

4回のオンライン研修・交流の機会を設けた。また、協会のあり方・今後の運

営方針についても、理事会での議論を通じて継続的に検討を進めた。 

 

２．事業報告 

（１）会員管理 

現在の会員数は 102 名（2026 年３月 31 日付）である。2025 年度は新規入会

者９名、退会者６名があった。会費未納については年度内にメールニュース等

にて督促を行った。 

 

（２）総務報告 

① 理事会開催報告 

2025 年度理事会を下記の通り実施した。（全 7回） 

・第１回 2025 年５月 16 日 20 時〜22 時（オンライン） 

・第２回 2025 年６月 21 日 20 時〜21 時 10 分（オンライン） 

・第３回 2025 年９月 23 日 19 時〜21 時（オンライン） 

・第４回 2025 年 11 月 22 日 19 時〜21 時（オンライン） 
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・第５回 2026 年２月 14 日 20 時 30 分〜21 時 00 分（オンライン） 

・第６回 2026 年３月２日 20 時〜21 時（オンライン） 

・第７回 2026 年３月 20 日〜21 日 13 時〜（対面：東京聴覚障害者自

立支援センター） 

 

② 関係団体との連携について 

【後援名義】 

・2025 年度（公社）日本精神保健福祉士協会全国大会 

・2025 年度（公社）日本社会福祉士会全国大会 

・聴覚障害者の精神保健福祉を考える研修会 2025 

 

【協力団体・連携機関】 

・一般財団法人全日本ろうあ連盟 

・石川県聴覚障害者災害対策本部（能登支援委託） 

 

③ 講師・委員活動・その他 

・全国手話研修センター現任手話通訳士研修「災害支援」講師依頼引受 

・書籍『手話施策推進法 その可能性と課題-立法プロセス・実施施策・

手話通訳の未来』（金澤貴之・二神麗子著）への引用対応（三役にて確

認・承認） 

・石川県聴覚障害者協会「震災支援報告書」への引用対応 

・読売中高生新聞への記事掲載（第 551号、2025 年 6 月 13 日発行） 

・群馬県立聾学校への外部専門家派遣（特別支援学校機能強化事業） 

 

（３）広報報告 

① ホームページの更新 

2024 年度にリニューアルしたホームページについて、能登支援の進捗状況や

研修・茶話会の開催報告など、随時情報を更新した。古いデータの整理・削除

作業を進め、掲載内容の充実を図った。 

 

② 会員メールニュースの発行 
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会員メールニュースは、第 63号（2025 年９月１日付）〜第 65号（2026 年 3

月 28日付）の全 3回を発行し、会員メーリングリストにて送付した。 

 

（４）研修報告 

2025 年度は、年間 4回のオンライン研修・茶話会を実施した。専門家による

講演と会員同士の交流・情報共有を組み合わせることで、各地域の会員が自分

たちにできることを主体的に考える機会を設けることができた。 

 

回 開催日 参加人

数 

テーマ・講師 

第１回 2025 年６月 29

日（日） 

18 名 「災害ソーシャルワークの課題と今後の

取り組み〜能登半島地震における支援か

ら考える〜」 講師：北川進先生（日本社

会事業大学大学院専門職大学院） 

第２回 2025 年９月 20

日（土） 

14 名 茶話会「能登支援について話し合おう」 

能登支援経験のある会員からの報告・情

報共有 

第３回 2025 年 11 月 30

日（日） 

19 名 「ソーシャルワーカーによる災害支援」 

講師：大島隆代先生（文教大学人間科学

部） 

第４回 2026 年２月 14

日（土） 

18 名 茶話会「基幹相談支援センターの役割に

ついて」 お話：保泉朋子氏（会員・基幹

相談支援センター勤務） 

 

（５）能登支援継続事業（石川県聴覚障害者災害対策本部委託） 

2024 年度の日本財団助成事業終了後も、石川県聴覚障害者災害対策本部から

の委託を受け、能登半島地震の被災聴覚障害者への支援を継続した。 

・支援実施期間：2025 年６月〜2026 年４月 

・活動実績：17 回 

 

【活動内容の概要】 

・奥能登地域就労継続支援事業所訪問 
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・仮設住宅訪問 

・心理士によるカウンセリング（オンライン） 

・支援者支援の一環としてオンライン面談 

・石川県聴覚障害者災害対策本部とのオンライン面談・情報共有 

以上 

 


